
プログラム「てぃだ」は８ヶ月琉球大学付属病院で研修すれば市中病院
での研修の選択ができるという自由度の高い研修が可能です。

私は、内科・外科・麻酔はじっくり大学病院で学び、救急はもっと多く
のcommonの症例数や手技を経験したかったため市中病院で救急研修をさ
せてもらいました。科によっては大学病院か市中病院で経験症例数や手技
の経験数が違うことがあります。

実際、私は一年目の研修期間中に同期や先輩、また外病院から研修に来
ている先生方と情報交換する中で、やはりcommonの症例を見たかったた
め、指導医の先生の評判や指導体制が整っていると思った科を市中病院に
変更したことがあります。個人の希望に見合った研修が選べる融通の効く
研修制度だと思っています。私の場合は、将来進みたい科をまだはっきり
と決めていないため、初期研修期間中は満遍なく色々科を周ることにしま
した。どの科も充実していましたが、２年目の残りの４ヶ月を初期研修の
集大成として市中病院の救急３ヶ月と大学病院の麻酔科１ヶ月を選択しま
した。
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科

研修の選択の仕方は人それぞれです。ある同期は２年目の上半期まで経験す
べき症例数を取るべく、必修科の研修を終わらせた後、残りの下半期を後期
研修で研修する科の研修を選択しています。またある同期は研修期間中に産
休をとり、産休に入るまでの研修期間中は体への負担を考えた研修科目の変
更を行っています。育休とっている先輩医師もいて、育児と仕事の両立に頑
張っています。研修医や指導医の先生の多い大学病院だからこそ、女性医師
にとってライフプランに合った研修を選択できやすいことも大きな利点だと
思います。
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